
■中干し期間中です。適正茎数確保にむけ圃場管理を行いましょう。

■強めの中干しは避け小ひび程度を維持し幼穂形成期前まで実施しましょう。

■いもち病など、病気の発生が見られたら速やかに防除を行いましょう。

栽培
区分

平均
作業日

草丈
㎝

茎数
本/㎡

葉令 葉色

移植 5月2日 35.1 346.0 8.8 4.3

１．ＪＡ生育調査状況（6月15日現在）

中干し継続！田面は小ひび程度で！！

平均茎数（本/㎡）

適期管理で収量アップを目指しましょう。今週のＩＣＳ６号速報は『永平寺支店』が担当しました。

２．茎数の推移と今後の管理

３．ＩＣＳ６号の栽培管理のポイント！

茎数：２５０本

中干し実施中

①中干しと並行して溝切り作業

圃場内の排水・冠水を速やかに行

うための重要な作業です。

管理の効率化を図るためにも必ず

実施しましょう。

中干しは田面に小ひびが入る程度で

強めの中干しは避けましょう！

②中干し期間

中干しは幼穂形成期前まで継続しましょう。

茎数：250本/㎡ 幼穂形成期前

６/８頃～ ６/末頃中干し

６月も好天に恵まれ「ＩＣＳ6号」は順調

に生育しています。茎数も増加し、ほと

んどの圃場で中干し時期を迎えていま

す。まだ実施していない圃場では生育

を確認し、中干しを開始しましょう。

また、梅雨入りが発表され今後は雨の

日が増え「いもち病」など病害虫の発

生も懸念されますので、圃場をこまめ

に確認しましょう。


